
無底 と意志

J・ ベ ーメの意 志一形而 志学 の輪郭

薗 田 坦

序

ヤーコプ ・ベーメは、通常、いわゆる ドイッ神秘主義の悼尾 を飾る体系的思想家 と見

られるとともに、またルネサンス期における ドイツ自然哲学思想 の大成者とも見 られて

いる。これ らの両面は、無論ベーメ自身においては不可分に結びつ き、内的に連関し合っ

てお り、そこに神秘思想あるいは自然哲学としてきわめて独 自な、のみならずのちの ド

イツ哲学への先駆 という意味でも重要な、彼の思想が成立している。

その独自な思想形成の原点ない し根本動因として、ベーメがすでに若 くして、善 と悪、

愛 と憎しみ、罪 とその救いといった対立的な事実に対 して鋭い感覚と深刻な反省 をもっ

たことは、よく知られているところである。 より一般化 して言えば、彼にとっての根本

問題は、現実世界と人間存在における根本的 な二元的対立 ・葛藤の事実 と、それらの根

源への徹底 した探索とそれに基づ く克服 とい うことであった。この事実を象徴的に示す

のが、周知の、光 と闇についての彼の決定 的な神秘体験であるとすれば(11、そ こからそ

の源泉に遡って、その対立の克服 と絶対的な自由を求めたのが、彼の独自な思想の営み

であったと言えよう。

ベーメにおいても、悪や罪の事実から発 して二元的対立の源泉 を探る思弁は、当然の

ことなが ら一切の根源である神へ と向けられ る。 しかもその際、彼の思弁はいわゆる弁

神論的な発想にとどまらず、むしろ ドイツ神秘主義の伝統 に従って、いわゆる神 をも越

え、いわば神 自身の根底にまで遡源し、その起源を探索せんとす る。それは被造的万物

のみならず、神 自身す らもがそこから起源す る、一切の根源 ・根底にまで遡ることであ

る。そこはもはや神 とも言われず、ただ無 と言 うほかはな く、 しか も一切の源泉 ・根底

でありつつ、それ自身 もはやいかなる根底を ももたない。ベーメの 「無底」 という独特

な概念は、この事態を表現 しようとするものであった。
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「無底」がこのように無にして、 しか も一切の根源 ・原底であるとすれば、逆にまた

神のみならず、一切の多様と対立もここからの生成 ・発現として捉 えられねばならない。

根底への遡源の問いは、そこから必然的に、生成 と発現への問い をもたらす。とりわけ

彼にとって重要な悪や罪 という問題も、ここか ら根拠づけられ、把握されねばならない

ことになる。端的に言 って、ベーメにおいてこの生成 ・発現は 「意志」 として捉えられ

る。ここから彼において、神 と世界を含む形而上学的思想の全体が 「意志」 を通 じて、

根本的に意志的性格のものとして構築されることになる。

ベーメの形而上学的な思想体系は、このような 「無底」 と 「意志」 という二つの根本

概念の連関のなかか ら構築 され、その全体が意志一形而上学(Willens-metaphysik)と い う独

自な性格を帯びて成立する(Ll。無底からの意志的発現のゆえに、その形而上学的体系は、

いわばそのうちにTheogonieとKosmogonieを 不 可分な仕方で含み、無底か ら世界創造への

あいだにはきわめて動 的な関係が張 り渡され る。以下 ここでは、 このような無底から世

界創造にいたる動的プロセスを四つの局面(Phase)に おいて捉え、ベーメの意志一形而上学

と言われるものの輪郭 を描 き出すように試みてみたい。それらは、ベーメにおける悪と

自由の問題への、準備的考察 という意味をもちうるであろう。

1

ベーメの意志一形而上学の展開における第一の局面ないし:場面は、無底からの意志的な

ものの原初的な発現として見 られる。上述の ように、無底は神 自身すらの根底であり、

もはや神 とも言われず、ただ無 と言 うほかはないが、 しかもそれは神 と、それに由来す

る全自然 との源泉であ り、原底である。無底は無であるにもかかわらず、一切はこの無

底から発現する。逆にまた、それが無であるがゆえに、一切は意志的なもの と見 られね

ばならない。神 もまた この無底からの発現として、それ自体が無底的な意志 として見ら

れることになる。この無底か らの神の意志的発現の原初的事態は、例 えば次のように語

り出されている。

「無底(Ungrund)は 、永遠の無である。だがそれは、一つの欲動(Sucht)と して永遠の

始源 をなす。実際、その無は、あるものを求める欲動なのである。しかもそこには、

ものを与えるような何かがあ るのではなく、むしろその欲動は、ただ渇望する欲動 と

して、それ 自体 そのまま … また無 でもあって、ただの意志 としてのみある」
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(Pans.1-1)(3}。

無底 は、それ自体 としては永遠の無 と言 うほかはない。 しかしそれは、一切の(神 自

身すらの)底 なき根底 である以上、永遠の始源でもある。無底は無であるが、と言うよ

りもまさに無であるがゆえに、一切の動性の原底、 しか も無底的原底でなければならな

い。そしてそこに現われる最初の発現 を、ベーメは 「欲動」 として捉 える。欲動 とは、

この底なき深み より生ず る原初の欲そのものの動 きである。欲=動 は、ただ渇望する欲

動であって、そこにはひたす らに、あるいはただやみ くもに求めるという渇望のみがあ

る。それはまた、欲の激しい昂揚、熱狂を も示す(4)。渇望の求めは、自らのうちでひた

すらに高まり、自らの うちへ と引 き寄せ、自らのうちに凝 り固まる。渇望がこのように

自らのうちで昂揚 し、自らのうちに凝縮するとき、その渇望の求め自身がより明確化 し、

自覚的となり、そこにより具体的な意志 を生み出 してくる。この ような 「意志」の出現

を、ベーメは続いて次のように語る。

「このようにして、今や欲動は無のうちにあるがゆえに、それはそれ自身に、ある

ものへの意志 を生み出す。そしてこの意志は、思考として一つの霊(Geist)である。意

志は欲動から生じ、その欲動における欲動する当のものである。 というのも、それは

自らの母を欲動として見出すからである。 … このように、意志は自らの母を見出

したので、今やそれは自らのあ りかをもつのである」(Pans.II-1)。

欲動はそれ自体.として無であったが、その動性は自らのうちに昂 じ、自らの内へ引き

篭もり、凝 り固まることにおいて、自らをいわば外へ と現わし出 し、より明確な意志へ

と具現化する。ただ盲 目的に内へ と求めることか ら、次第に外へ と求める、つまり何か

外 なるもの に向かう志向的な働 きがそこに顕わになってくる。ベーメの言葉では、 「あ

るものを求める欲動(SuchtnachEtwas)」 は、 「あるものへの意志(WilleZUEtwas)」 とな

るのである。このnachとzuと の使い分けのうちに、欲望における勢位化(Potenzierung)が

微 妙に捉えられていることが見て取られよう。

意志は、このように して欲動から生じ、始めて意志 としての明確な形を取って くる。

とは言えそれは、 まず欲動があって、ついでそこか ら意志が生ずるというように見られ

るべきではない。む しろ意志は、あるものへの意志 として自らを明確化することにおい

て、始めて自らが欲動か ら生 じてきたことを知 り、その意味で始めて欲動を自らの母と

して、つまり自らがそこか ら生 じてきた根底 として見出すのであ る。意志はそこで、自

らがその欲動の、欲動する当のもの(SucherderSucht)で あることを自覚する。欲動 もま
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た、この意志の自覚 と結びついて、意志 自身のもととして見出され、また存立する。意

志が自らを意志 として知る知と、欲動を自らの根底として見出す知とは、意志自身の一

つの自覚内容をなしている。このことによってまた、 「そこで自らを見出す場をもたな

い」(Pans.1-1)と された欲動に対 して、意志 はここで 「自らのあ りか」 をもつ と言われ

ることになるのである。

意志はまた、このような知ないし自覚をもつことにおいて、一つの霊(Geist)(5)、あるい

は意志二霊(Willen=Geist)と 呼 ばれることになる(Pans.III-3)。霊 とはここで、さしあた っ

て思考 と言われていたように、何 らかの知的性格をもつものを意味 している。ここでベー

メは欲動 と意志の区別 をはっきりと語る。 「意志は一つの霊であ り、それは渇望する欲

動とは別のものであることが理解 される。 … 欲動は意志の原因であるが、ただし認

識 も理知 ももたない」(Pans.II-2)、 と。欲動においては、未だいかなる知 もなく、いわ

ば何を求めるかというその対象すらも知らない。その意味でそれはまさに盲 目的な、や

み くもな欲動であった。それに対して、意志は今や理知あるいは悟性(Verstand)を 帯 びた

ものである。言いかえれば、欲動はこのような理知あるいは自覚を備えることにおいて、

自らを意志として明確化 し、具体的な意志(あ るものへの意志)と して現われる。ベー

メにおいて、意志は明確に意志となるとき、本性的に知的性格を もったものとして見 ら

れるのである。

意志はさらに、この理知によって、欲動を自らの母(原 因)と して見出し、また 「自

らのうちで本質 をなす もの」(Pans.II-2)と して知る。そ してその限 りで、意志は自分を

産む欲動 を支配 し、 「その母のうちで支配する者(Herr)で ある」(ebd.)。 こ こにも欲動 と

意志の独特な関係が示 されている。意志は、欲動を自らの原因ないし本源として知 り、

その限 りでは欲動に対 して支配する者、つまり主(Herr)たる関係に立つ。 しかし意志は、

まさにそこか ら自らが生 じてきた本源ないし本質を欲動のうちに知るのである。意志の

本質をなすものは、あ くまでも欲動であ り、意志の意志的生命は、まさに欲動の動的生

命に由来 している。その限 り意志は欲動に対して、いわば従であると言うこともできる。

しかしまた、意志は欲動からの躍動する生命 に貫かれ、その母なる生命に生かされてい

る限り、両者を貫 く意志的生命は一つであるとも言えよう。

ベーメにおける欲動 と意志の関係は、以上 のように無底からの原初的な意志的発動の

ダイナミズムを示 している。欲動は意志の生命的本質をな し、意志はその欲動を自らの

根底としつつ、欲動を理知的に支配 し、意志 として発現する。両者はいわば相互に転入
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し合い、根本的に一つの事態であって、それゆえ 「いずれが より先でもなく、両者はと

もに始まりをもたず、またつねに一方が他方の原因となり、そこには永遠の紐帯がある」

(Pans.皿 一3)とも言われる。 そしてその全体は一つの意志であり、しかもその全体 が無底

から生ずるのであるゆえに、ベーメはこれを 「無底的意志」(Grat.1-4)》(6)とも呼んでいる。

ベーメはしかしこの動的な事態を把握 し説明するために、これ を意志 と欲動 とにいっ

たん区別 し、 その両者の相関関係 として示 した。そして彼は、この意志あ るいは意志二

霊 を 「神」 と呼び、欲動の生命を 「(神 の)自 然」 とも呼ぶ(Pans.皿 一3)。それらの特質

は、 「それゆえまた意志=霊 は無底の永遠なる知であり、欲動の生命は意志の永遠なる

本質である」(Pans.皿-4)と も特徴づけられる。あるいはまた、これ らが ともに生命と見

られる場合には、 「霊=生 命」と 「自然=生 命」 とも呼んでいる(Pans.IV-8,V-1)。 いずれ

にせよ、これらは一つの根源的な事態における二つの原理であ り、これによって神的顕

現の内的構造 とその動性が示されていると言 えよう。以上が神的な意志、つまり意志と

しての神の顕現における第一の局面(Phase)の概要である。

II

無底か らの発現として、 「神的な意志」あるいは端的に 「意志 としての神」の最初の

顕現が見 られた。繰 り返すまでもないが、それは欲動 と意志との相互的な動的関係を含

みつつ、 しかもその全体が無底から発現する一つの生命によって貫かれた、一つの無底

的な意志である。ここには今や、意志というあり方が明確に現われ出てきている。

意志がより明確 な仕方で現われ出てきたということは、先にも言ったように、それが

(欲動であるにとどまらず)、 「あるものへ の意志」 とな り、その志向的なあ り方をよ

り明確化するということであり、同時にまた、それが意志 として 自覚的になることとも

結びついている。この ことは言いかえれば、意志自体が何 らかの意味で知的側面をもつ

ことに他ならない。上述のように、意志がそのまま霊 となること、あるいは意志二霊 と

して、理知 を帯びたもの と見られることである。意志は何かを意志することにおいて、

自己自身を知 り(自 覚 し)、 そのことにおいて自己を現わす(形 成する)。 何かを欲す

ることを通 じて自己を現わし出すというところに、意志の本質的 なあり方がある。意志

の本性は自己の顕現ないし発動にあ り、ここでの神的意志 もまたそのような本性をもつ。

ベーメはこの意志を 「第一の意志」とも呼ぶが、それはここで始めて明確な仕方で意志
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となったことを意味す るとともに、その意志のさらなる顕示 によって 「第二の意志」が

生ずることを予示 し、そのものに対 してまさに第一なのである(Grat.1-5)。

ここか ら、神的な意志における第二の局面が開かれてくる。それは意志 としての神に

おける、神的意志 自体の自己展開ないし自己形成がなされる場面である。ベーメの思弁

において、そこに彼独 自な神生成論(rheogonie)が 展 開されることになるが、 しかも当然

のことなが ら、それは伝統的キリス ト教的な神的三一論 と重ね合 わせて見られてくる。

しかしまたその神におけるgeneratioは 、あ くまで も意志によるそれであって、その動性

の原理は第一の局面において見られたの と同様の、意志的なものの独特のDynamikに 基

づ くものである。 この第二の局面についても少 し内容的に見ておこう。

さて、神的意志の発動 ・顕現は、今やその意志的本性に従って、何 ものかを求め、捉

えんとする。 しかしながら勿論、ここにはい まだ神的意志以外の何かがあるわけではな

い。それゆえ神的意志の発動は、その意志が自己を捉え、そのことによって自らを知 り、

見ることである。逆に言えば、神的な意志はここで、自己を知る という仕方で自己を捉

え、逆にまた自己を捉 えんとして自己を見ることにおいて、いわば自己を二重化 し、自

己を現わし出す。意志的なものは、知的なものを媒介として、それ自身を顕現する。ベー

メの言葉では、自己の把捉(fassen)は 、 自己自身の産出(gebaren)と して考えられる。神的

意志は、ここでも自己の内へ と捉 えることにおいて、 自己をいわば外へ と産み出し、現

わし出すのである。

このような事態を言い表わすべーメ独特の きわめて具象的な表現を挙げておこう。例

えば彼はこの事態 を、意志が霊によって自ら懐胎する(richschwangern)と か、孕んでいる

(schwangerrein)と 表現 し、その産出は意志自体のうちで生 じ、それ自身のうちにとどま

る、と語る(Pans.N-3,4)。 ここで意志の産出のうちに、すでに必然的 に産むもの と産ま

れるもの(つ まり父と子)と いう契機が生じているが、同時にその産出があ くまでも意

志のうちで生 じ、意志自らがその保有者(Behalter)で あることが強調されている(Pans.IV-

4)0

さらに別のテクス トでは、やは り同 じ事態を表わす形象 としてベーメが好んで挙げる、

一つの眼(Auge)あ るいは鏡(Spiegel)とい う馨喩が見られる(Sexpunc
.1-8,9)(71。ここにいう

眼あるいは鏡は、その本質的生命である見る こと(映 すこと)が 、その見ること自体の

うちにあ り(ebd.)、しかもその見 ることのうちに何 ものをももち込まない(ibid.1-8)、 と

語られる。今これらについて詳述することはできないが、要するに先の意志のあ り方が、
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その見る(映 す)働 きがそれ自身のうちで、 しかもそれ自身のうちから、その見 られる

もの(映 されるもの)を 生み出 し、そのことを通 じて 自らを見 る(映 す)と いう、その

ような永遠なる眼ない し鏡によって、形象的 ・讐喩的に表わされていると言 うことがで

きよう。そ してそこから次のように語 られる。

「われわれはここに、無底的な知恵をそ なえた、神的三性の永遠なる本質を理解す

る。永遠なる意志は眼ないし鏡 を捉 え、その眼(鏡)の なかで永遠の見ることがこの

意志の知恵 としてあ るが、この永遠なる意志は、父である。そ してこの知恵のうちで

永遠に捉えられたものは、子あるいは核心であって、そこにおいてこの把捉は、それ

自身のうちに根底あ るいは中心を、無底から根底へ と捉える。 とい うのも、この捉え

られたものは、生命の言葉あるいはその本質性であり、意志はそのなかに光輝 ととも

に現われるからである」(Sexpunt.1-15)。

すでに明らかなように、ベーメはここで上 に見てきた神的意志 のあり方を、そのまま

キリス ト教的な神の三一論 といわば重ね合わせて理解するわけである。意志はここで自

らを見、自己を捉えることによって、自らの うちに新たな意志を産む。第一の意志は、

ここで別の、第二の意志を産むのである。 しかもベーメはこの第二の意志を、意志 自身

の核心(Her,乙)あるいは中心(Centrum)と みなし、さらに無底的な意志がここで始めてその

根底(Grund)を もつと考える。 しかもこのような第一の意志 と第二の意志の関係は、神に

おける、いわゆる父と子 との関係としても見られるのである。意志 としての神において、

その父なる神は、その子(を 産むこと)に おいて始めて、その神 としてのHerzを 、いわ

ばその核 となる中心 を明確 な形で もつ。意志 自体は無底に起源 し、いわば底なしという

本性 をもっていたが、今やその子において、 またその子を産むという仕方で、始めてそ

の意志としての存立の根底あるいは基底 を構 えるのである。父はその子において、その

子 をもつことにおいて、始めてその存立を明確 にし、確定するとも見られよう。こうし

た理解は、通常の三一論からすれば、恐らくかなり独特なものと言わねばならないであ

ろう。

なお、こうした神におけ る子は、ベーメにおいてまた言葉(Wort)と も呼ばれるが、こ

れも伝統的な 「神の言(VerbumDei)」 という理解に立脚することは言うまでもない。 し

かもベ ーメは、この神の子 としての言葉に格別の重要性を見出している。例えば彼は

「言葉はその(永 遠:なる霊の)中 心、あるいはその座(Sitz)であ り、また一つの核心とし

て中央にある。言葉の霊は、永遠なる第一の意志に本源(urstanden)し 、それは本質的生
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命の不思議を開示する」(Pans.N-8)と も言う。この ような 「言葉」の もつ内実 と意義に

ついては、のちに第三の局面に関連しZよ り詳 しく取 り上げるであろう。

さて、先に引用した父か らの子の産出、あ るいは無底から根底 への把捉についての箇

所に続いて、ベーメは さらに霊について語る。無論、ここで語 られる霊が、いわゆる神

的三一論における聖霊 を意味 していることは明らかである。しか しベーメにおけるその

特質や意義は必ず しも分か りやす くはない。例えば彼は、

「それ(霊)は 、何 もないところでつねに見出すFinder(見 出す者)で ある。この

ものは、根底の中心から再び外発 して、意志のうちで探索する。そのとき、眼の鏡は、

父と子の知恵 として顕わになる」(Sexpunt.1-16)

と言 う。恐 らく先の二 つの意志をまさに父と子 として見出 し、両者を一つの生命に結ば

れたものとして見るのが、霊(聖 霊)の 働 きであろう。霊は、両者を父と子の関係 とし

て見出し、自らに顕わにする(つ まり自覚す る)が ゆえに、まさに 「見出す者」と呼ば

れ、またその意味で霊 なのであろう。霊は、根底(子)か らもう一度外に出て、意志を

探 り、そしてその(父 と子 としての)内 実を見出し、顕わし出す。その限りで霊は、父

と子を繋 ぐ生命的紐帯であると言うこともできよう。

神的な意志の自己展開は、ベーメにおいて、以上のように神的三一論に対応 して捉え

られている。 しかしそ こには独自な神生成論が見られ、 しかもそれはあ くまでも意志を

通 じての生成であり、関係である。このことが第二の局面の根本的特質である。

皿

上述のように、ベーメの意志一形而上学の第二の局面において、 「神的な意志」ないし

「意志 としての神」は、いわば意志としての自己内展開を成就 した。神はここで自らの

根底を確保 し、また神 としての自己性(Selbheit)を確 立すると見 られる(Grat,1-12)。 この

ことはまた、先に意志が意志=霊 として見られた関連から言えば、今や霊が明確 な仕方

で永遠なる(神 的な)霊 として現われたことで もある。ベーメにおいて、霊の本質は見

ること(dasSehen)に あるが、今や霊は自己を見ることにおいて自己を生み、 しかもその

見られる自己が見る自己に他ならないことを知る。霊の内への還帰が外への現出であり、

またその逆でもあって、ここで も先に欲動と意志において見 られた内へと外へ との独特

な動的構造が見て取 られる。それは霊が霊として自らを知ること、あるいは霊が霊 とな
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ることである。

端的に言って、ここにはべーメの永遠なる霊(神 的な霊)に おける自覚の構造が示さ

れていると見ることができる。神的な意志は、その三一的展開を通 じて霊として完結し、

かつ働 く。ベーメはこの事態を、 「ここで父 と子 と霊はうちに互いに見合い、また見出

し合う。そしてそれは、神の知恵あるいは観照と呼ばれる」(Gra.1-6)と 言 う。それは、

神における永遠なる自己観照(Beschaulichkeitseinerselber)(8)であ り、それによってそこに

生ずるのが、神の知恵(Weisheit)で ある。また神はそこに永遠なる喜悦(Lust)(91を見出す。

喜悦とは、神が自らこのような自己観照を享受 し、そこで充足の うちにあることを示す

ものであろう。

しかしながら、こう した神の自己観照は単 に静止的な状態ではなく、また単なる自己

充足に留まるもので もない。それどころか、神的意志はうちに動性を孕むのであって、

霊としてのその自己観照において 「もろもろの力をもって自己自身と戯れ(spielen)、そ

の力のうちで、神的な喜悦において自己を形成(Formungen)へ と導 き入れる」(Grat.1-

14)。このような神的意志における新たな働 き、さらなる発動が、いわゆる神の世界創造

という事態に連なるこ とは、すでに推測するに難 くないであろう。もともとべーメにお

いても、 「神は無にして一切であ り、 しか も世界 と全創造がその うちに存する唯一なる

意志である」(Grat.1-3)。 この神的な意志のうちに、全創造 は 「その始源と根源態

(AnfangandUrstand)」((rrat.1-14)を もつのである。

ここに今や、ベーメの意志一形而上学における意志的発現の第三の局面が開かれてくる。

その発現が見られるいわば場面は、なお三一 的な神のうちである。 しかしそこには創造

という新たな契機が現 われてくる。神はここで始めて、世界とい う神ならざるものを産

出 し、そこへ と顕現す る。 もっとも、ベーメにおいてここでの創造は、直ちにいわゆる

被造的世界のそれではなく、さしあたってなお神のうちでの、い わばその原型(彼 の言

葉で言えば、天上的世界あるいは天使の世界)の 創造、言うならば原一創造である。では

それはいかに生ずるのか。この第三の局面における意志の動性についても、その内容を

要点的に見ておこう。

先に見たように、意志であり霊でもある三一的な神は、その自己観照において永遠な

る知恵を生み出すが、 このことと結びついて、父 ・子 ・霊の三性は、全体 として一つの

力あるいは生命として見られ、そこから知恵の現われそのものが、この力の働 きとして

捉えられて くる。知恵を生み出すのは、 もともと神が 自らを把捉(fassen)し 、 観照
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(beschauen)す る働 きによっているが、このことは言いかえれば、神が自らを知恵のうち

で把捉することでもある。ベーメはこれを 「自己自身の形像の把捉」((iaL.工一1⑤と呼び、

またその働 きそのものを神の想像力(dieg6ttlicheImagination)と も、また神の自己内形像

化(dieinsichselberBildung)と も言い表わす(Grat.1-16,17)。 これらのうちに示されている

形像あるいは像(Bildnil3,Imago)は 、本来的には神自身の像であるが、それはまさに神の

無限なる可能性を現わす像であることにおいて、それらは万物の原像、すなわち創造の

始源 と根源態をなす ものとも見られるのである。

この事態をもう一度 、力の働 きという観点 から見直してみよう。無底的な意志(父)

が 自らを根底(子)へ と把捉 し、その両者が霊において一つの生命として自覚されると

いう関係を、ベーメは力 という観点か ら次のように言い表わす。

「そこで無底的な意志は一つの根底へ と、すなわち沸 き立つ力へ と自己を導き入れ

たのであった。力へ と向かう意志は、この沸き立つ力を、力の うちか ら外へ と吐き出

す。その発出が神の霊と呼ばれ、それが第三の働 きを、すなわち力における生命ない

し躍動をなすのである」(Grat.1-13)。

先 に神的三一論において、父が子において 自らの根底(中 心または核心)を もつとい

う、いわば存在論的な関係として見られたことが、ここでは改めて、父が子において自

らの力を生む(顕 わし出す)と いう力動的関係として捉え直される。力そのものの源泉

は父の無底的意志であるが、それがまさに一つの力として顕現するのは、子においてで

ある。父のimplicitな力 は、子において始めてexplicitに力 となる。 しかもこの力は父の無

限なる力に起源 し、それを顕現するものであるゆえに、うちに一切の(無 限なる)力 を

含んでいる。それゆえ.それはexplicitには力(Kraft)であ りつつ、implicitには諸力(Krafte)で

あ る。子の力は、うちに一切の神的力を内含するのである。そしてこの力の観点から見

られた父一子の関係は、さらに霊の発出によって外 に顕わ し出され、その関係そのもの

と諸力 もまたexplicitに諸力 として顕現する。 この諸力の顕現が知恵にほかならない。そ

の意味で、知恵はまた 「吐 き出された諸力(ausgehauchteKrafte)」(Grat .1-14)と も言わ

れる。

以上のように、父一子一霊の関係は力という側面か ら見直され、それ らの力の発現とし

て、知恵というものが捉 えられる。神の うちで は、と くに子が 「知恵 の力」(Grat.1-

12)、言 いかえれば知恵を生み出す力として、いわば中心的な位置を占める。そ してこの

力の働きが、先に述べた神の想像力、あるいは神における形像化 ないし形成の働 きに他
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ならない。これらによって知恵のうちに生 じる形像ないし像は、言うまでもな く、そこ

から被造的世界が生ずる、その万物の原像である。

ベーメにおける第三の局面は、このように 「神の想像力」と 「知恵の形成」が合わせ

考えられる ところで、創造の始源 と根源態 をなすもの と見 られる⑩。知恵はここで、万

物の創造がそこからなされる母胎(Matrix)、 あるいは原自然(Urnatur)とい うべ き事態であ

る。そこからの問題は、一口に言って、一と多の関係、または一からの多の成立という

点である。神は、その三性の形成にもかかわ らず、根本的には一なる神、唯一なる意志

であ り、知恵 もまたそれ自体 としては一であ り、神の一を離れるものではない。とは言

え上述のように、知恵が 「吐 き出された諸力」と見 られ、それが万物の創造の根源と考

えられる限りでは、そ こに多の形成という側面が含まれていることも明 らかである。こ

こに知恵の形成 ということに結びついて、一から多への展開、あ るいはべーメの言葉で

は、一なる力の(多 への)分 開ないし分開性(Scheidung,Schiedlichkeit)と い う事態が問題

となって くる⑪。

とりあえず、この問題に関連 してベーメが しばしば論及する事 態を一つだけ挙げてお

くなら、それは伝統的キリス ト教的な、神の子としての言葉(Wort)の 理解である。先に、

神における子は 「知恵の力」とされたが、それはまた言葉 としても捉えられる。言葉は、

父なる神の語る、 しかも神の無限なる力を含む一なる言葉であるが、その一なる言葉は、

さらにそのうちから無限に多 くのもの(力)を 語 り出す(aussprechen)こ とができる。そ

れゆえ 「これらの諸力(Krafte)は、すべて一つの力(EineKraft)に 含 まれるが、これが言葉

の根源態(UrstanddesWorts)で あ る」(Grat.II-8)と 言 われる。そ してベーメはこの言葉の

うちに、 「神 と自然の顕示の全根底」(ebd。)が含 まれているとみなすのである。彼におい

て、言葉は単なる警喩にとどまらない、神的な知恵 と力の発動の実在的な動性を顕わす

ものとして受け取 られているように思われる。この言葉のさらなる展開の動性 とそこか

らの多性の形成、つまり分開性の問題に関しても、独特な思弁が展開されているが、し

かしすでに予定の紙数 を超過 したので、それ らとそれに続 く諸展 開については稿を改め

て論ずることにしたい。

おわりに

ベーメの意志-形 而上学における、無底からの意志の発現、あるいは意志的なものの勢
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位化のあ りようを、その四つの局面を想定 して順次考察 してきた。考察はなお途次にあ

り、第三の局面の半ば ににして終わらざるを得なかった。 ここでの知恵の形成 として見

られた創造の始源ない し根源態は、いわばなお神のうちの永遠の事態であって、非自然

的、非被造的な 「永遠の自然」であり、いわゆる被造的、自然的な世界、あるいは 「時

間的、始まりのある自然(diea㎡angliche,zeitlicheNatur)」 の成立は、とくに 「堕落」 と

いう事態と結びついて、第四の局面 としてさらに考察されねばならない。

しかしここで考察 された範囲内で見ても、神的無限ない し無底 から発する意志的なも

のの発現は、その霊 としての自覚の構造を通 じて、そこから必然 的に世界創造にまで到

る筋道を示 している。ベーメにおいて、いわばTheogonieとKosmogonieと は必然的に結び

つ き、 しかもその全体が、無底からの意志の発現 という一つの動性によって貫かれてい

る。そこに見られる意志ない し霊(精 神)の 動性は、なお素朴でbildhaftな把 握ない し叙

述にとどまっているが、 しかしそのうちに、のちの ドイツ哲学、例えばフィヒテ、シェ

リング、そしてヘーゲ ルらによってきわめて論理的かつ精緻に純化され展開される諸思

想の、いわばその原初的な原型 を見て取ることもあながち不可能ではないであろう。

(未完)

註

(1)ベ ー メはすで に少年 時代 か ら、 しば しば特異 な心 的体 験や霊 的幻視 を もち、そ の後 もかずかず

の神秘体験 をな したが 、 と りわけ25歳 の とき、い わば決定 的な直視体 験 に遭遇 した ことは周知

の通 りで あ る。 ここで彼 は 「神 的な光 に捉 え られ 、(妙 なる光 に輝 く)錫 の容器 に しば し見入

るうち に、彼 の煙 め く魂 の霊 とともに、 自然 の最 内奥の根底 あ るいは 中心へ と導 き入れ られた」

とされ、 それ に よって彼 は 「あ らゆる存在の本 質、根底 と無底 、さ らには聖 なる三重性 の誕生 、

この世 界お よび全被 造物 の由来 と根源態 とを、神 の知恵 を通 じて見、 かつ知 った」 と言 われて

い る。ベ ーメの根本 直観 は この よ うな神秘 体験 に よって到 達 され、彼 の独 自な哲学 的思想形成

への基 盤iはこ こに確保 された と見 る ことがで きる。Cf .A.v-Frankenberg,Dθvitaetscnptuoder

耽 菰o露∫凶θrBθガc耽⑳oη4θ解五θ68ηπηゴ&乃 彫 θη.7αco6Bδ乃解θη∫,ll.JacobB6hme,SamtlicheSchriften

(以下 、Schriftenと 略記)Bd.X,S.IOf.J.Bohme,TheosophischeSend=Briefe12,8.SchriftenBd.IX,S.

44.

(2)ベ ー メの思 想 を 「意志 」 によ って 特徴づ ける 例 は 、古 く はヴ ィ ンデ ルバ ン トが 、ベ ー メの

「意志 的根 本見解(seinevoluntaristischeGrundauffassung)」(W.Windelband,DieGeschichteder
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neuerenPhilosophiel878,1922,Bd-1,S.116)を 強 調 した 場 合 や 、 エ ー レ ル トの 著 作 の 表 題 『ヤ ー

コ プ ・ベ ー メの 意 志 的 神 秘 主 義 』(WEIert,Dievol麗aristische殉 ∫`f好ασoゐBδ厩 θ∫1913)に 見 ら

れ 、 そ の 後 に も 、 グル ン ス キ ー の論 文 名 の な か に 「ドイ ッ 的 意 志 の 哲 学 」 と い う表 現 が 見 ら

れ る(H.Grunsky,JacobBohmealsSchopfereinergermanischenPhilosophiedesWillens1940)。

(3)J.BohmeMysteriumpansophicum,SchriftenBd」V.(以 下 、Pans.と 略 記 し、 本 文 中 に そ の 章 と節

の み を示 す)。 な お 引 用 中 の 傍 点 は筆 者 に よ る 。 以 下 も 同 じ。

(4)「 欲 動 」 と訳 した 〈Sucht>と い う語 は 、 も と も と語 源 的 に はsiech(英 語 で はsick),Seucheな ど

と 同 根 の もの と 見 られ る 。 そ れ らは い ず れ も、 一 種 の 病 的 な 激 し い 昂 揚 、 熱 狂 の状 態 を示 す

語 で あ る 。 こ こ か ら例 え ば 、Sehnsucht,Eifersuchtな どの 語 が 理 解 され る 。 ベ ー メ は こ れ を欲 望

の 最 も原 初 的 な発 動 の あ り方 を 表 わす もの と して 用 い 、 し か も欲 求 、 求 め(Suchen)と い う意 味

に結 び つ け て こ れ を解 釈 し た の で あ る 。

(5)Geistは 、 ベ ー メ の 用 語 の な か で は 「霊 」 と訳 し、 「精 神 」 とは しな か っ た 。 そ の理 由 は 、 一

口に 言 え ば 、 「精 神 」 で は あ ま りに も近 代 哲 学 的 な ニ ュ ア ン ス が 強 くな り過 ぎる か らで あ る 。

しか し以 下 の 考 察 に 見 られ る よ うに 、 ベ ー メ が 「霊 」 に 関 して 展 開 し た理 解 が 、 の ち の ドイ

ツ哲 学(と く に ヘ ー ゲ ル や シ ェ リ ン グ)に お け る 「精 神 」 の 概 念 に 連 な る 内 容 を含 む こ と は

明 白 で あ ろ う。

(6)JB6hme,Deelectionegratiae,oderVonderGnaden-Wahl,SchrifzenBd.VI.(以 下 で は 、(rrat.と 略

記 し、 本 文 中 に そ の 章 と節 を示 す)。

(7)J.Bohme,SexpunctatheosophicaSchrifzenBd.IV,(以 下 、Sexpunt.と 略 記 し、 同 じ くそ の 章 と節

を 示 す)。

(8)ベ ー メ に は 、"TheoscopiaoderdiehochtheurePortevongottlicherBeschaulichkeit"(著 作

ChristosophiaoderderWegzuChristo所 収)と 題 さ れ る小 論 考 が あ る 。Cf.SchriftenBd.IV.

(9)Lustと い う語 は 、 ベ ー メ にお い て さ ま ざ ま な 連 関 で 使 わ れ 、 広 い 意 味 で 「喜 び 」 を表 わ す が 、

いわ ゆ る 欲 望 に 伴 う快 楽 、 享 楽 と は 区 別 して 、 こ こ で は神 の 観 照 に お け る 静 か な 喜 び と して 、

こ れ を喜 悦 と訳 して み た 。

(io)こ の よ うに 考 え れ ば 、 「神 の 想 像 力 」 と 「知 恵 」 と は、 そ れ ぞ れ神 的 創 造 に お け る 、 い わ ば

形 相(Fo㎜)と 質 料(Materie)に 相 応 す る もの と見 る こ と もで ・き よ う 。

(11)分 開 、 分 開 性 に つ い て は 、Grat.1,II,Theoscopiaな どで 詳 論 され て い る。
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